
「教化学研究３」2012. 3 30

日
蓮
聖
人
の
災
害
記
録

│
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
　
東
日
本
大
震
災
起
こ
る
│

三
　
谷
　
祥
　
祁

　
東
日
本
大
震
災
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
へ
の
ご
供
養
と
被
害
を
蒙
ら
れ
た
方
々
へ
の
ご
救
済
に
奮
闘
さ
れ
て
お
ら
れ
る
皆
様
、
誠
に

ご
苦
労
様
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
た
び
の
天
変
地
異
を
眼
前
に
し
て
、
人
類
の
文
明
も
努
力
も
進
歩
も
自
然
の
力
に
は
ひ
と
た
ま
り
も
な

く
一
瞬
に
し
て
壊
さ
れ
て
い
く
と
い
う
恐
怖
を
嫌
と
い
う
ほ
ど
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
失
わ
れ
た
尊
い
お
命
の
無
念
さ
を
万
感
の
思
い

で
涙
し
て
お
り
ま
す
。
ご
当
地
に
暮
ら
し
て
み
え
た
人
々
の
ご
家
族
と
紡
ぎ
合
う
さ
さ
や
か
な
暮
ら
し
を
偲
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
三
月
十
一
日
、
地
震
津
波
の
後
に
起
っ
た
福
島
原
子
力
発
電
所
の
事
故
は
底
知
れ
な
い
恐
怖
と
苦
悩
を
撒
き
散
ら
し
て
い
ま
す
。
天
災

と
人
災
の
二
重
災
害
を
受
け
止
め
国
難
を
克
服
し
不
安
の
な
い
日
々
を
構
築
す
る
為
に
は
、
宗
教
者
が
世
の
是
正
を
正
し
積
極
的
に
諫
暁

し
て
い
く
情
熱
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
レ
ジ
ュ
メ
に
基
づ
き
ま
し
て
、
日
蓮
聖
人
の
災
害
記
録
と
東
日
本
大
震
災

が
及
ぼ
し
た
原
発
事
故
に
つ
い
て
の
私
の
思
い
を
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
昨
年
、
二
十
二
年
発
表
の
研
究
資
料
は
、
宗
祖
の
御
遺
文
か
ら
国
家
諫
暁
ま
で
の
災
難
に
関
す
る
二
十
五
の
語
彙
を
上
げ
、
そ
の
語
彙

が
著
述
さ
れ
た
年
代
順
に
表
し
ま
し
た
。
本
年
は
、
三
月
に
勃
発
し
た
大
震
災
に
関
連
し
ま
し
て
、
日
蓮
聖
人
が
ご
活
躍
さ
れ
た
当
時
起

っ
た
大
震
災
、
大
波
、
大
風
、
津
波
に
し
ぼ
り
、
そ
の
語
彙
に
関
す
る
御
遺
文
を
年
代
順
に
掲
載
し
ま
し
た
。
私
手
作
り
の
研
究
資
料

『
鎌
倉
災
害
史
』
は
、
源
頼
朝
が
安
房
国
へ
上
陸
か
ら
、
日
蓮
聖
人
御
入
滅
ま
で
の
一
〇
二
年
間
の
天
変
地
異
史
で
す
。
当
然
、
宗
祖
の

御
生
涯
に
亘
る
気
候
変
動
が
一
目
で
き
ま
す
。
参
考
文
献
、
引
用
資
料
は
巻
末
に
記
載
し
ま
し
た
。
地
震
、
飢
餓
、
天
候
不
順
に
よ
る
災
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31 日蓮聖人の災害記録（三谷）

難
は
日
蓮
聖
人
が
立
正
安
国
論
を
御
撰
述
さ
れ
た
国
家
諫
暁
の
期
間
ま
で
を
昨
年
の
研
究
資
料
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。『
現
代
宗
教
研
究
』

誌
へ
一
〇
二
年
間
の
寄
稿
は
多
く
の
頁
を
割
き
ま
す
の
で
資
料
は
当
日
の
配
布
分
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
大
地
震
は
御
遺
文
に
三
十
六
ほ
ど
の
語
彙
が
見
え
ま
す
が
、
そ
の
中
の
三
十
の
語
彙
が
、
現
実
の
大
地
震
を
さ
し
て
い
ま
す
。
鎌
倉
幕

府
の
『
吾
妻
鏡
』
に
も
宗
祖
ご
体
験
の
震
災
時
の
様
子
が
生
々
し
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
正
嘉
の
大
地
震
　
一
二
五
七
年
八
月
二
十
三
日
　
乙
巳
　
晴
　
聖
壽
　
三
十
六
歳
　
鎌
倉
在
住

　
戌
の
刻
大
地
震
。
音
有
り
。
神
社
仏
閣
一
宇
と
し
て
全
き
こ
と
無
し
。
山
岳
頽
崩
し
、
人
屋
顛
倒
す
。
築
地
皆
悉
く
破
損
し
、
所
々

の
地
裂
け
水
湧
き
出
る
。
中
下
馬
橋
の
辺
地
裂
け
破
れ
、
そ
の
中
よ
り
　
火
炎
燃
え
出
る
。
色
青
し
と
。『
吾
妻
鏡
』

　
大
天
変
大
地
夭
の
語
彙
を
著
さ
れ
た
御
遺
文

　『
神
国
王
御
書
』　

　
　
　
　
文
永
十
二
年

　
五
十
四
歳

　
身
延

　
天
変
地
夭
の
語
彙
を
著
さ
れ
た
御
遺
文

　『
妙
法
比
丘
尼
御
返
事
』　

　
弘
安
五
年
（
一
二
七
八
年
）　
五
十
七
歳

　
身
延

　「
天
変
と
申
て
彗
星
長
く
東
西
に
渡
り
、
地
夭
と
申
て
大
地
を
く
つ
が
え
す
こ
と
大
海
の
船
を
大
風
の
時
大
波
の
く
つ
が
へ
す
に
似

た
り
。
大
風
吹
て
草
木
を
か
ら
し
、
飢
餓
も
年
々
に
ゆ
き
、
疫
病
月
々
に
お
こ
り
、
大
早
魃
ゆ
き
て
河
池
田
畠
皆
か
は
き
ぬ
。
如
此
三

災
七
難
数
十
年
起
て
民
半
分
に
減
じ
。
残
は
或
は
父
母
、
或
は
兄
弟
、
或
は
妻
子
に
わ
か
れ
て
歎
く
声
秋
の
虫
に
こ
と
な
ら
ず
。」

一
　
日
蓮
聖
人
の
御
遺
文
に
見
え
る
現
実
の
災
害
記
録

大
地
震

　
　
　『
災
難
対
治
鈔
』　

　
　
　
　
正
元
二
年
（
二
一
六
〇
年
）　 

三
十
九
歳
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１
　「
国
土
起
大
地
震
」

　
２
　「
建
長
八
年
八
月
至
正
元
二
年
二
月
大
地
震
・
非
時
大
風
・
大
飢
饉
・
大
疫
病
等
種
種
災
難
連
蓮
于
今
不
絶
」

　
　
　『
安
国
論
副
状
』　
　
　
　
　
文
永
五
年
（
一
二
六
八
年
）　 

四
十
七
歳

　
３
　「
正
嘉
元
年
﹇
太
歳
丁
巳
﹈
八
月
二
十
三
日
戌
亥
尅
大
地
震
」

　
　
　『
安
国
論
御
勘
由
来
』　
　
　
文
永
五
年
　
　
四
十
七
歳

　
４
　「
正
嘉
大
地
震
」

　
　
　『
宿
屋
入
道
許
御
状
』　
　
　
文
永
五
年
　
　
四
十
七
歳

　
５
　「
正
嘉
元
年
〔
丁
巳
〕
八
月
二
十
三
日
戌
亥
刻
大
地
震
」

　
　
　『
与
北
條
弥
源
太
書
』　

　
　
文
永
五
年

　
　
四
十
七
歳

　
６

　「
去
正
嘉
元
年
丁
巳
八
月
二
十
三
日
戌
亥
刻
大
地
震
」

　
　
　『
安
国
論
奥
書
』　

　
　
　
　
文
永
六
年
（
一
二
六
九
年
）　 

四
十
八
歳

　
７

　「
正
嘉
元
年
〔
太
歳
丁
巳
〕
八
月
二
十
三
日
戌
亥
之
尅
大
地
震
」

　
　
　『
富
木
入
道
殿
御
返
事
』　

　
文
永
八
年
（
一
二
七
一
年
）　 

五
十
歳

　
佐
渡

　
塚
原

　
８

　「
正
嘉
之
大
地
震
」

　
　
　『
顕
仏
未
来
記
』　

　
　
　
　
文
永
十
年
（
一
二
七
三
年
）　 
五
十
二
歳

　
佐
渡

　
一
谷

　
９

　「
正
嘉
年
中
至
今
年

　
或
大
地
震
或
大
天
変
」

　
　
　『
呵
責
謗
法
滅
罪
鈔
』　

　
　
文
永
十
年

　
　
五
十
二
歳

　
　
佐
渡

　
一
谷

　
10

　「
正
嘉
元
年
太
歳
丁
巳
八
月
二
十
三
日
戌
亥
の
刻
の
大
地
震
」

　
11

　「
正
嘉
の
大
地
震
」
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33 日蓮聖人の災害記録（三谷）

　
　
　『
法
華
取
要
鈔
』　
　
　
　
　
文
永
十
一
年
　
五
十
三
歳
　
　
身
延

　
12
　「
正
嘉
年
中
大
地
震
」

　
　
　『
顕
立
正
意
抄
』　
　
　
　
　
文
永
十
一
年
　
五
十
三
歳
　
　
身
延

　
13
　「
去
正
嘉
元
年
太
歳
丁
巳
八
月
二
十
三
日
見
大
地
震
」

　
　
　『
聖
人
知
三
世
事
』　
　
　
　
文
永
十
一
年
　
五
十
三
歳
　
　
身
延

　
14
　「
正
嘉
大
地
震
」

　
　
　『
瑞
相
御
書
』　
　
　
　
　
　
文
永
十
二
年
　
五
十
四
歳
　
　
身
延

　
15
　「
正
嘉
文
永
の
大
地
震
・
大
天
変
」

　
　
　『
法
蓮
鈔
』　

　
　
　
　
　
　
建
治
元
年
（
一
二
七
五
年
）　 

五
十
四
歳

　
身
延

　
16
　「
正
嘉
の
大
地
震
」

　
　
　『
種
種
御
振
舞
御
書
』　

　
　
建
治
元
年

　
　
五
十
四
歳

　
　
身
延

　
17
　「
正
嘉
の
大
地
震
」

　
　
　『
撰
時
抄
』　

　
　
　
　
　
　
建
治
元
年

　
　
五
十
四
歳

　
　
身
延

　
18
　「
正
嘉
の
大
地
震
」

　
19
　「
今
の
大
地
震
」

　
　
　『
強
仁
状
御
返
事
』　

　
　
　
建
治
元
年

　
　
五
十
四
歳

　
　
身
延

　
20

　「
正
嘉
・
文
永
二
ヶ
年
大
地
震
大
長
星
」

　
　
　『
智
慧
亡
国
御
書
』　

　
　
　
建
治
元
年

　
　
五
十
四
歳

　
　
身
延

　
21

　「
正
嘉
の
大
地
震
」
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　『
清
澄
寺
大
衆
中
』　
　
　
　
建
治
二
年
　
　
五
十
五
歳
　
　
身
延

　
22
　「
正
嘉
・
文
永
の
大
地
震
大
長
星
」

　
　
　『
清
澄
寺
大
衆
中
』　
　
　
　
建
治
三
年
　
　
五
十
六
歳
　
　
身
延

　
23
　「
正
嘉
文
永
の
大
地
震
大
長
星
を
見
て
勘
云
、
我
朝
に
二
の
大
難
あ
る
べ
し
、
所
謂
自
界
叛
逆
難
・
他
国
侵
逼
難
也
」

　
　
　『
下
山
御
消
息
』

　
24
　「
先
大
地
震
に
付
て
去
正
嘉
元
年
に
書
を
一
巻
注
た
り
し
を
、
故
最
明
寺
の
入
道
殿
に
奉
る
」

　
　
　『
中
興
入
道
御
消
息
』　
　
　
弘
安
二
年
（
一
二
七
九
年
）　
五
十
八
歳
　
　
身
延

　
25
　「
去
正
嘉
年
中
の
大
地
震
」

　
　
　『
秋
元
御
書
』　

　
　
　
　
　
弘
安
三
年

　
　
五
十
九
歳

　
　
身
延

　
26
　「
正
嘉
の
大
地
震
」

　
　
　『
曽
谷
二
郎
入
道
殿
御
報
』　
弘
安
四
年

　
　
六
十
歳

　
　
　
身
延

　
27
　「
去
正
嘉
・
文
永
等
大
地
震
・
大
彗
星
」

　
　
　『
断

　
一
一
七
』

　
28
　「
去
正
嘉
元
年

　
丁
巳

　
大
地
震
」

　
　
　『
断

　
一
五
四
』

　
29
　「
正
嘉
大
地
震
」

　
　
　『
断

　
一
八
四
』　

　
　
　
　
文
永
十
二
年
（
一
二
七
五
年
）

　
30

　「
去
正
嘉
元
年
八
月
の
大
地
震
」
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35 日蓮聖人の災害記録（三谷）

大
風

　『
安
国
論
御
勘
由
来
』　
　
　
　
　
文
永
五
年
（
一
二
六
八
年
）　
　 

四
十
七
歳

　 「
正
嘉
元
年
〔
太
歳
丁
巳
〕
八
月
二
十
三
日
戌
亥
時
超
於
前
代
大
地
震
。
同
二
年
〔
戊
午
〕
八
月
一
日
大
風
。
同
三
年
〔
己
未
〕
大
飢

饉
。
正
元
元
年
〔
己
未
〕
大
疫
病
。」

　『
安
国
論
御
勘
由
来
』　
　
　
　
　
文
永
五
年
　
　
四
十
七
歳

　「
正
嘉
大
地
震
・
同
大
風
・
同
飢
饉
・
正
元
々
年
大
疫
等
」

　『
兄
弟
鈔
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
永
十
二
年
（
一
二
七
五
年
）　 

五
十
四
歳
　
　
身
延

　 「
文
永
九
年
二
月
の
十
一
日
に
さ
か
ん
な
り
し
花
の
大
風
に
を
る
る
が
ご
と
く
、
清
絹
の
大
火
に
や
か
る
る
が
ご
と
く
な
り
し
に
、
世

を
い
と
う
人
の
い
か
で
か
な
か
る
ら
ん
。」

　『
報
恩
抄
』　

　
　
　
　
　
　
　
　
建
治
二
年
（
一
二
七
六
年
）　

　 

五
十
五
歳

　「
去
文
永
十
一
年
四
月
十
二
日
の
大
風
」

　『
報
恩
抄
』　

　
　
　
　
　
　
　
　
建
治
二
年
（
一
二
七
六
年
）　

　 

五
十
五
歳

　「
去
文
永
九
年
二
月
の
ど
し
（
同
士
）
い
く
さ
、
同
十
一
年
の
四
月
の
大
風
、
同
十
月
に
大
蒙
古
の
来
し
」

　『
上
野
殿
御
返
事
』　

　
　
　
　
　
建
治
三
年
（
一
二
七
七
年
）　

　 

五
十
六
歳

　
　
身
延

　「
大
風
の
大
海
の
波
を
た
つ
る
」

　『
上
野
殿
御
返
事
』　

　
　
　
　
　
弘
安
元
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
七
歳

　
　
身
延

　 「
八
月
、
九
月
の
大
雨
大
風
に
日
本
一
同
に
不
熟
、
ゆ
き
て
の
こ
れ
る
万
民
冬
を
す
ご
し
が
た
し
。
去
寛
喜
・
正
嘉
に
も
こ
え
、
来
ら

ん
三
災
に
も
お
と
ら
ざ
る
か
。」

　『
大
風
御
書
』　

　
　
　
　
　
　
　
弘
安
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
十
歳

　
　
　
身
延
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　 「
又
去
文
永
十
一
年
四
月
十
二
日
の
大
風
と
、
此
四
月
二
十
八
日
の
よ
の
大
風
と
勝
劣
い
か
ん
。
い
か
ん
が
聞
候
と
い
す
ぎ
申
せ
給
候

へ
」

　『
八
幡
宮
造
営
事
』　
　
　
　
　
　
弘
安
四
年
（
一
二
八
一
年
）　
　 

六
十
歳
　
　
　
身
延

　 「
文
永
十
一
年
四
月
十
二
日
大
風
ふ
き
て
、」

津
波

　『
下
山
御
消
息
』　
　
　
　
　
　
　
建
治
三
年
（
一
二
七
七
年
）　
　 

五
十
六
歳
　
　
身
延

　「
地
震
は
四
海
を
動
す
。」

　『
兵
衛
志
殿
御
返
事
』　
　
　
　
　
建
治
三
年
（
一
二
七
七
年
）　
　 

五
十
六
歳
　
　
身
延

　 「
天
も
そ
の
国
を
す
つ
れ
ば
、
三
災
七
難
乃
至
一
二
三
四
五
六
七
の
日
い
で
ゝ
、
草
木
か
れ
う
せ
、
小
大
河
も
つ
（
尽
）
き
、
大
地
は

す
み
（
炭
）
の
ご
と
く
を
こ
り
、
大
海
は
あ
ぶ
ら
の
ご
と
く
に
な
り
、
け
つ
く
は
無
間
地
獄
よ
り
炎
い
で
ゝ
上
梵
天
ま
で
火
炎
充
満
す

べ
し
。
こ
れ
て
い
の
事
い
で
ん
と
て
、
や
う
や
く
世
間
は
を
と
（
衰
）
へ
候
な
り
。」

　『
日
眼
女
釈
迦
仏
供
養
事
』　

　
　
弘
安
二
年
（
一
二
七
九
年
）　

　 

五
十
六
歳

　
　
身
延

　「
大
地
う
ご
け
ば
大
海
さ
は
が
し
。」

　〈
鎌
倉
ご
遊
学
中
・
宗
祖
二
十
歳
〉　

　
一
二
四
一
年
四
月
三
日

　
　
辛
酉

　
　
戌
の
刻
大
地
震
。
南
風
。
由
比
浦
の
大
鳥
居
内
拝
殿
潮
に
引
か
れ
流
失
。
着
岸
の
船
十
余
艘
破
損
す
。『
吾
妻
鏡
』

　『
日
本
被
害
津
波
総
覧
（
東
京
大
学
出
版
会
）』
に
よ
り
ま
す
と
、
一
二
四
一
年
五
月
二
十
二
日

　
二
十
時
〜
二
十
二
時
・
仁
治
二
年
四

月
三
日

　
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
ク
ラ
ス
〈
鎌
倉
・
宗
祖
三
十
六
歳
〉
一
二
五
七
年
十
月
九
日
・
正
嘉
元
年
八
月
二
十
三
日

　
波
源
（
震

源
）
一
三
九
、
五
度
（
Ｅ
）
三
五
、
二
度
（
Ｎ
）
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

　
七
、
〇
〜
七
、
五
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
蓮
聖
人
が
体
験
、
見
聞
さ
れ
た
災
害
記
録
は
厖
大
で
す
か
ら
、『
昭
和
定
本
』
な
ど
で
確
認
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
こ
の
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紙
面
に
取
り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
は
御
遺
文
の
一
部
で
す
。

　
日
本
で
は
、
毎
年
起
る
台
風
の
被
害
、
土
砂
崩
れ
、
土
石
流
の
恐
怖
、
平
成
七
年
一
月
十
七
日
の
阪
神
淡
路
大
震
災
、
特
に
今
年
、
平

成
二
十
三
年
は
東
北
の
沖
合
に
勃
発
し
た
東
日
本
大
震
災
、
地
震
、
津
波
の
窮
状
が
あ
り
ま
す
。
和
歌
山
県
で
は
、
津
波
を
知
ら
せ
て
村

を
救
っ
た
「
稲
村
の
火
」
の
教
訓
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
二
日
　
気
仙
沼
市
立
階
上
（
は
し
か
み
）
中
学
校
の

卒
業
生
・
梶
原
裕
太
さ
ん
が
、
地
震
津
波
の
被
害
に
対
し
て
「
天
を
恨
ま
ず
、
運
命
に
耐
え
、
助
け
合
っ
て
生
き
て
い
く
」
と
い
う
使
命

感
を
述
べ
、
全
国
に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

　
宗
祖
は
、
私
達
同
等
の
悲
し
み
や
苦
し
み
を
体
験
さ
れ
天
変
地
異
の
恐
怖
を
知
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
す
。
打
ち
続
く
法
難
と
天
変
地
異

の
世
に
生
き
て
お
ら
れ
た
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ご
信
者
様
、
ご
縁
あ
る
皆
様
に
『
日
蓮
聖
人
の
災

害
記
録
』
を
お
話
な
さ
い
ま
し
て
、
精
神
的
な
支
え
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

二
　
福
島
原
子
力
発
電
所
の
事
故
で
放
射
能
が
拡
散
し
て
い
る
現
在

　
一
九
四
二
年
十
二
月
五
日
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
カ
ゴ
で
人
類
史
上
始
め
て
の
原
子
炉
が
稼
働
し
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
や

が
て
そ
れ
は
長
崎
に
落
と
さ
れ
、
約
十
五
万
人
の
市
民
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
じ
種
類
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
原
子
力
発
電
所

を
稼
働
さ
せ
る
た
び
に
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
広
島
に
炸
裂
し
た
原
子
爆
弾
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
生
み
出
す
た
め
の
ウ
ラ
ン
を
原
料
と

し
て
い
ま
し
た
。
軍
事
兵
器
の
た
め
に
は
核
で
あ
り
、
発
電
の
た
め
に
は
原
子
力
と
い
う
言
葉
を
使
い
分
け
て
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
同

じ
物
質
で
あ
り
、
稼
働
さ
せ
れ
ば
厖
大
な
放
射
能
を
発
生
さ
せ
ま
す
。
原
子
力
発
電
所
は
電
気
を
作
る
と
こ
ろ
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

や
カ
ナ
ダ
の
鉱
山
か
ら
採
掘
さ
れ
た
ウ
ラ
ン
２
３
５
を
よ
く
燃
え
る
よ
う
に
濃
縮
し
ま
す
。
原
子
力
発
電
所
の
原
子
炉
の
中
で
、
中
性
子

を
濃
縮
ウ
ラ
ン
２
３
５
に
当
て
核
分
裂
反
応
を
安
定
的
に
起
こ
さ
せ
ま
す
。（
臨
界
）。
そ
の
時
に
発
生
す
る
膨
大
な
熱
で
お
湯
を
沸
か
し

蒸
気
を
発
生
さ
せ
タ
ー
ビ
ン
を
廻
し
、
発
電
し
送
電
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
放
射
能
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
核
分
裂
時
に
高
温
に
な
る
タ
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ー
ビ
ン
の
熱
は
復
水
器
で
冷
や
さ
れ
、
七
度
ほ
ど
の
温
水
と
な
り
、
含
ま
れ
る
放
射
能
と
共
に
そ
の
温
水
は
発
電
所
近
く
の
川
や
海
へ
捨

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
態
系
に
悪
い
影
響
を
与
え
つ
づ
け
て
い
ま
す
。
温
度
を
七
度
上
げ
た
風
呂
に
は
入
れ
ま
せ
ん
。
原
子
力
発
電
所
は

放
射
能
生
産
と
温
排
水
の
投
棄
が
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
事
業
な
の
で
す
。
広
島
や
長
崎
に
投
下
さ
れ
た
放
射
能
よ
り
も
は
る
か
に
多

い
桁
違
い
の
大
量
の
放
射
能
を
生
み
続
け
電
気
を
作
る
の
で
す
。

　
平
和
利
用
と
い
う
名
目
で
ス
タ
ー
ト
し
た
原
子
力
は
、
地
球
の
生
命
を
絶
滅
さ
せ
る
代
物
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。
拡

散
し
た
放
射
能
の
体
外
被
爆
、
体
内
被
曝
に
よ
り
、
治
癒
不
可
能
な
異
常
が
発
見
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。
原
子
力
発
電
所
の
環
境
や
事
故

は
放
射
能
の
拡
散
を
招
き
、
一
番
残
酷
な
仕
打
ち
を
人
類
に
与
え
、
歯
止
め
の
効
か
な
い
地
獄
を
連
鎖
し
続
け
ま
す
。

　
放
射
能
は
姿
無
く
形
無
く
五
感
で
感
知
で
き
な
い
不
気
味
な
も
の
で
す
。
得
体
の
知
れ
な
い
存
在
は
線
量
計
に
よ
る
警
告
音
の
数
値
で

認
識
さ
れ
ま
す
。
線
量
計
・
ガ
イ
ガ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
が
な
け
れ
ば
平
穏
な
日
常
で
あ
る
と
錯
覚
さ
せ
る
代
物
で
す
が
、
戦
争
や
天
変
地
異

よ
り
も
広
大
な
地
球
規
模
の
土
地
と
永
遠
の
時
間
を
汚
染
し
続
け
る
も
の
で
す
。
い
の
ち
、
水
、
食
料
、
海
も
汚
染
、
染
色
体
異
常
、
Ｄ

Ｎ
Ａ
を
損
傷
さ
せ
ま
す
。
人
間
の
形
体
、
行
動
、
頭
脳
、
叡
知
を
損
壊
さ
せ
、
精
子
、
卵
子
に
異
常
を
起
こ
さ
せ
ま
す
。
地
球
上
が
放
射

能
で
汚
染
さ
れ
た
ら
得
体
の
知
れ
な
い
生
き
物
世
界
に
な
り
、
や
が
て
す
べ
て
の
生
き
物
が
絶
滅
し
、
死
の
星
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
地
震
の
被
害
も
少
な
く
、
津
波
の
被
害
は
全
く
な
か
っ
た
東
北
の
美
し
い
村
、
原
発
か
ら
四
十
キ
ロ
離
れ
て
い
る
避
難
場
所
で
あ
っ
た

福
島
県
相
馬
郡
飯
館
村
に
放
射
能
が
降
り
注
ぎ
、
非
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
十
一
月
の
初
旬
、
そ
の
村
の
酪
農
家
と
名
刺
交
換
を

し
ま
し
た
。
受
け
取
っ
た
一
枚
の
名
刺
に
は
、
旧
住
所
と
新
住
所
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
旧
住
所
は
福
島
県
相
馬
郡
飯
館
村
…
…
新
住
所

は
応
急
仮
設
住
宅
〇
│
〇
│
〇

　
と
表
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
よ
う
な
悲
し
い
名
刺
を
初
め
て
見
ま
し
た
。
そ
の
酪
農
家
は

「
家
の
近
く
を
線
量
計
で
測
る
と
、
一
〇
〇
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
て
針
が
振
り
切
れ
て
い
た
。
行
政
は
住
民
に
高
い
線
量
を
知

ら
せ
る
な
と
口
止
め
し
た
。
専
門
家
を
呼
び
『
安
全
だ
』
と
言
い
続
け
る
ば
か
り
で
住
民
を
避
難
さ
せ
な
か
っ
た
」
と
苦
悩
を
吐
露
さ
れ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
放
射
能
汚
染
の
影
響
で
、
親
は
子
供
の
安
全
を
考
え
て
疎
開
さ
せ
、
自
ら
は
近
隣
に
留
ま
っ
て
仕
事
を
す
る
と
い
う
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家
族
ば
ら
ば
ら
の
生
活
が
始
ま
り
、
家
畜
は
置
き
去
り
に
せ
ざ
る
を
得
ず
、
餓
死
、
ま
た
は
堵
殺
さ
れ
ま
し
た
。
水
が
あ
っ
て
も
飲
め
な

い
、
食
べ
物
が
あ
っ
て
も
食
べ
ら
れ
な
い
、
家
が
あ
っ
て
も
住
め
な
い
、
あ
げ
く
の
果
て
は
、
外
へ
出
る
な
、
空
気
を
吸
う
な
、
こ
れ
で

は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。

　
原
発
が
稼
働
す
る
た
び
に
生
産
さ
れ
る
放
射
能
に
は
数
百
種
の
化
学
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
最
も
や
っ
か
い
な
猛
毒
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
は
数
万
年
と
い
う
果
て
し
な
い
殺
傷
能
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
原
発
は
、
ほ
と
ん
ど
が
老
朽
化
し
て
い
ま
す
。
事
故
も
た
く
さ
ん
起
こ
り
ま
し
た
。
原
子
力
発
電
所
の
建
設
に
は
数
百
億
か
ら

数
千
億
円
の
建
設
費
、
ウ
ラ
ン
買
い
付
け
費
、
濃
縮
、
運
搬
費
等
な
ど
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
ウ
ラ
ン
を
採
掘
す
る
労
働
者
の
被
爆
、
発

電
所
で
働
く
作
業
員
も
被
爆
し
ま
す
。
廃
炉
に
す
る
た
め
の
取
り
壊
し
に
建
設
よ
り
も
上
回
る
厖
大
な
経
費
と
歳
月
が
か
か
り
、
放
射
能

産
業
廃
棄
物
の
莫
大
な
処
理
費
、
な
ど
を
合
わ
せ
ま
す
と
建
設
費
の
何
倍
も
の
莫
大
な
経
費
が
か
か
り
ま
す
。
今
年
の
福
島
原
発
の
事
故

は
、
汚
染
さ
れ
た
野
菜
等
の
買
取
り
な
ど
に
、
ひ
と
ま
ず
七
百
億
、
汚
染
地
域
の
除
染
に
二
千
億
と
予
測
。
平
成
二
十
三
年
十
一
月
の
時

点
で
は
汚
染
さ
れ
た
土
地
の
買
い
上
げ
が
未
定
で
す
か
ら
、
さ
ら
に
電
力
生
産
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
き
ま
す
。

　
繰
り
返
し
ま
す
が
、
稼
働
す
る
原
発
内
で
は
Ｃ
Ｏ２
よ
り
も
は
る
か
に
恐
ろ
し
い
猛
毒
な
放
射
能
・
核
の
ゴ
ミ
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
核

の
ゴ
ミ
は
子
々
孫
々
に
亘
り
迷
惑
と
不
安
を
か
け
続
け
て
い
く
負
の
遺
産
と
言
わ
れ
る
も
の
で
す
。
地
震
大
国
日
本
に
不
適
応
の
原
子
力

発
電
所
は
都
会
か
ら
離
し
て
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
タ
ー
ビ
ン
を
冷
や
し
た
温
水
は
海
洋
投
棄
す
る
た
め
の
立
地
条
件
で
決
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
原
子
炉
に
出
来
る
核
の
ゴ
ミ
・
放
射
性
廃
棄
物
（
放
射
能
）
は
、
処
分
先
が
決
ま
ら
ず
、
人
類
に
害
を
与
え
な
い
永
久
的
安
全
な

処
分
方
法
が
考
案
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
青
森
県
の
六
ヶ
所
村
は
核
の
ゴ
ミ
の
中
か
ら
ウ
ラ
ン
を
取
り
出
し
、
再
生
さ
せ
る
た
め
の
施
設
で

す
。
日
本
は
放
射
性
廃
棄
物
（
放
射
能
・
核
の
ゴ
ミ
）
に
お
金
を
つ
け
て
外
国
へ
渡
し
て
い
ま
す
。
困
る
も
の
に
お
金
を
つ
け
て
外
国
へ

輸
送
す
る
こ
と
は
、
そ
の
国
の
住
民
被
爆
に
つ
な
が
り
ま
す
。
核
の
ゴ
ミ
の
輸
出
は
現
地
で
も
問
題
視
さ
れ
反
対
運
動
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
湾
岸
戦
争
（
一
九
九
〇
年
〜
一
九
九
一
年
）
や
イ
ラ
ク
戦
争
（
二
〇
〇
三
年
〜
二
〇
一
〇
年
）
で
使
わ
れ
た
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の
放
射
能
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汚
染
が
現
在
も
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
イ
ラ
ク
の
フ
ァ
ル
ー
ジ
ャ
で
は
先
天
性
異
常
の
赤
ち
ゃ
ん
、
重
度
の
出
生
異
常
、
白
血

病
の
子
た
ち
、
癌
患
者
が
多
く
い
ま
す
。
核
兵
器
の
影
響
で
生
ま
れ
た
何
千
人
も
の
子
供
達
が
重
い
障
害
を
負
っ
て
い
ま
す
。
病
院
当
局

は
子
供
を
産
ま
な
い
よ
う
に
と
警
告
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
九
八
六
年
四
月
二
十
六
日
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
・
現
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
四
号
炉
で
炉
心
が
溶
触
（
メ
ル

ト
ダ
ウ
ン
）
し
て
爆
発
、
広
島
原
発
の
五
〇
〇
倍
と
い
わ
れ
る
放
射
性
核
降
下
物
が
降
り
そ
そ
ぎ
ま
し
た
。
当
時
、
日
本
政
府
は
、「
日

本
の
原
子
炉
は
ア
メ
リ
カ
型
で
、
ソ
ビ
エ
ト
と
は
構
造
が
異
な
る
た
め
同
様
の
事
故
は
起
き
な
い
」
と
い
う
説
明
を
発
表
し
ま
し
た
が
、

福
島
で
事
故
が
起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
使
用
済
み
核
燃
料
か
ら
放
出
さ
れ
る
放
射
線
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
元
の
核
燃
料
が
放
つ
放
射
線
程

度
に
な
る
ま
で
は
数
十
万
年
ぐ
ら
い
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
永
遠
に
「
消
す
こ
と
が
で
き
な
い
」
の
同
義
語
で
す
。
人
間

の
能
力
で
制
御
で
き
な
い
も
の
を
相
手
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
放
射
性
産
業
廃
棄
物
（
死
の
灰
）
の
永
久
管
理
と
恐
怖
を
、
私
達
の
子

供
や
未
来
の
人
々
に
残
し
て
い
く
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
年
）
八
月
二
十
一
日
と
二
十
二
日
の
二
日
間
、
日
蓮
宗
の
総
本
山
久
遠
寺
で
、
第
一
回
世
界
連
邦
平
和
促

進
宗
教
者
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
八
十
六
世
法
主
一
乗
院
日
静
上
人
（
九
十
一
歳
）
が
大
会
会
長
と
な
ら
れ
て
、「
核
兵
器
の
脅

威
に
よ
っ
て
人
類
共
滅
の
お
そ
れ
さ
え
あ
る
の
を
思
う
に
つ
け
宗
教
者
は
宗
教
の
垣
を
こ
え
て
結
集
し
、
人
類
が
生
き
る
た
め
の
大
道
を

開
か
ね
ば
な
ら
な
い
…
…
。」
と
核
廃
絶
と
世
界
平
和
の
御
詞
を
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

　
核
は
国
を
護
る
た
め
の
抑
止
力
に
な
る
か
ら
、
日
本
は
核
を
持
て
ば
、
外
国
と
対
等
に
亘
り
合
え
る
と
い
う
発
言
を
聞
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
核
は
人
間
を
護
っ
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。
見
せ
か
け
の
防
御
は
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
ま
す
。
人
間
の
際
限
無
き
欲
望
と
忘
却
が
理
性

と
倫
理
を
超
え
て
行
き
ま
す
。
一
旦
動
き
出
し
た
核
は
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
手
が
つ
け
ら
れ
ず
、
暴
走
す
る
の
み
で
す
。
し
か
も
、
永
久

的
に
人
類
殺
傷
の
効
力
を
発
揮
し
続
け
る
の
で
す
。
核
は
核
を
阻
止
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
何
が
命
を
護
る
の
か
と
い
え
ば
、
太
陽
、

風
、
水
、
天
地
の
恵
み
、
豊
饒
な
る
海
の
幸
、
人
の
こ
こ
ろ
で
す
。
こ
の
大
宇
宙
の
片
隅
で
ひ
そ
か
に
輝
き
続
け
、
人
間
を
育
て
た
地
球
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を
破
滅
さ
せ
る
行
為
か
ら
手
を
引
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
宗
教
者
の
倫
理
と
い
た
し
ま
し
て
、
放
射
能
を
生
み
出
し
、
環
境
を
猛
毒

に
汚
染
す
る
原
子
力
発
電
所
の
操
業
は
日
蓮
宗
が
掲
げ
る
「
い
の
ち
に
合
掌
」
の
テ
ー
マ
に
反
し
て
い
ま
す
。
仏
教
の
教
え
に
反
し
て
い

ま
す
。
私
達
が
出
来
る
大
切
な
こ
と
は
、
原
発
に
依
存
し
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
切
に
扱
い
使
う
こ
と
で
す
。

　
正
嘉
元
年
の
秋
か
ら
七
五
四
年
目
の
今
日
、
私
は
次
の
よ
う
に
詠
み
ま
し
た
。

　
徒
弟
来
り
て
嘆
い
て
曰
く
、
近
年
よ
り
今
日
に
至
る
ま
で
、
天
変
地
異
・
戦
乱
・
貧
困
・
飢
餓
・
公
害
・
放
射
能
、
遍
く
天
下
に
満
ち
、

広
く
地
上
に
迸
る
。
牛
馬
・
車
両
・
家
屋
・
土
砂
に
埋
も
れ
、
海
に
流
れ
、
帰
ら
ず
。
死
を
招
く
の
輩
、
す
で
に
幾
千
万
を
超
え
、
こ
れ

を
悲
し
ま
ざ
る
の
族
、
あ
え
て
一
人
も
な
し
。

三
谷
祥
祁

　
　
　

　
　
　
二
〇
一
一
年
十
一
月
九
日

　
　
　
　
　
於

　
日
蓮
宗
宗
務
院
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